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  犬との新しいコミュニケーション

  犬のエネルギーを読む
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  —メッセージ—
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  この本の内容は、動物たちから授かった知識であり、私個人のものではなく多くの人や動物たちと共有する情報であると考えています。この本の著者のところにはご自身の名前を。そして愛する犬の名前を書いて頂ければと思います。
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  「いつも私をサポートしてくれる家族や仲間、すべてのスピリットと神さまの計らいに感謝を。そしていつもそばにいてくれるあなたへ、愛を」犬より
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  —はじめに­—
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  「犬のエネルギーを読む」。そう聞くとオーラのような見えないモノを見たり、超能力や特殊能力を使う“不確かな方法”と思われるかも知れません。しかしアメリカのアニマルレスキューでは保護動物のプロフィールに、「This dog needs to drain her/his energy（この犬はたまったエネルギーを発散する必要がある）」と一文が添えられていたり、犬や猫の問題行動や迷子動物の捜査などに“アニマルコミュニケーター”と言う、動物とテレパシーを使って話が出来る能力を持つ人に相談することもあります。モチロンレスキュー関係者の大半は、目に見えない物事やエネルギーなど意識していないことでしょう。しかし動物と接していると、言葉や常識では説明できない経験が増えてゆき、無意識の間に実感している感覚をエネルギーと言う言葉で表現しているのではと思います。


  今までに動物と暮らしたことのある方なら、エネルギーを視覚的にとらえていなくても、自分のコンパニオンアニマル（ペット）のことは「なんとなく今日は顔色が悪いな」（たとえ顔が毛むくじゃらの黒猫であっても！）とか、「私の犬はああいうタイプの人が苦手」と、ほかの人にはわからない彼らの心を、雰囲気から推測出来た経験が少なくないと思います。このように“エネルギーを読む”とは、決して難しいことではなく、「実態として証明できないけど確信のある感覚」のことだと捉えていただければと思います。


  恐らく現代の人々は、便利な暮らしの時の経過とともにこのテレパシーとも言える能力を使う必要がなくなってしまっていて、「エネルギーを読む」と聞いても最初はピンとこないでしょう。しかし犬に限らず動物たちは現在も、人が思う以上のエネルギーを読むと言うコミュニケーション能力を備えており、その能力を使ってあらゆるエネルギーを読み、場所の状況や危険を察知したり、相手の思考を読み取ったり、時には「異種類同士でも会話をしているんじゃないか」と感じる瞬間がよくあります。


  特に動物の中でも犬は、場所やそばにいる生命のエネルギーの状態をキャッチし、体現することが得意な動物の代表と言えます。エネルギーで会話する感覚を忘れた人でさえ、犬と触れ合い犬を知ることで、エネルギーを読む能力を取り戻すことが出来るでしょう。


  本書にはエネルギーのほかにチャクラや魂など、物質的にとらえることの出来ない物事を掲載している部分があります。もしもそれらの言葉に違和感や抵抗のある方は、本書を物語として読み、そして忘れて頂ければと思います。この本に書かれた言葉は必要な時に蘇り、人と動物のコミュニケーションを、そして自分自身との関わりを見直す時にきっとサポートしてくれることでしょう。それでは引き続き、エネルギーについてお話を続けていきましょう!
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  Chapter 1

  エネルギーを知ろう！
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  ▼エネルギーってなんだ？


  犬と人が共に暮らし始めて1万年、1万5千年とも言われています。現代まで多くの犬種が作られたり、犬が人間の暮らしに受け入れられた様子を考えると、昔々の人と犬との関係はトレーニングやしつけがなくても、共同生活が成り立っていたのではと思います。想像するに当時の人々は動物と同じように、エネルギーを読む能力を備えていたのではないかと考えます。現代では様々なトレーニング本やDVD、しつけグッズが販売されているのに、いまだ犬の問題行動に頭を抱える飼い主さんが後を絶ちません。その理由のひとつに、人がエネルギーを読まなくなったことが挙げられるのではないでしょうか？


  しかしエネルギーを読む能力と言うのは、使わないことや忘れることがあっても、もともとすべて人に備わっている本能なので、退化することはありません。そして能力を取り戻すために特殊な訓練や修行なども必要ありません。自分では意識していないだけで、今も誰もが生活のどこかで何かしらエネルギーを読み、感じて暮らしているのです。ところがいざ意識してエネルギーを見ようとすると掴みどころがないのもエネルギーの特徴であるため、エネルギーそのものやエネルギーを読む能力、そして自分自身に対しても自信や信頼を失ってしまうのです。


  実態のないエネルギーはケースバイケースで“熱”や“気”と呼ばれたり、地域や書物によっては“霊”や“超意識”と表現されることもあります。現段階では私もエネルギーを感覚的にとらえている場合がほとんどで、的確にエネルギーを説明する言葉を見つけることが出来ません。そしてエネルギーの流動性や無限の広がりを名詞や文章に押し込めることは、本当のエネルギーを感じてもらうためには違うような気もします。


  対象物や相手によって感じるエネルギーの質感は変わってきますが、自分自身の感覚や犬が反応する様子を観察していると、「この世に存在する有象無象の物すべてが、エネルギーを発しているのではないか」と実感するようになってきます。人間や犬なら体や声やしぐさや、頭に描くイメージや祈り、魂からも。そしてエネルギーが流れていると言うことが、命の存在する証明になっているようにも感じます。


  ▼犬のエネルギーシステム


  それでは犬のエネルギーについてお話をしていきたいと思います。犬はほかの動物と同じように“生命力”と言うエネルギーを体内で作り出しています。家庭動物の中でも特に犬はエネルギー量の多い動物ですが、猫のようにエネルギーを体内で循環したり、還元することがあまり得意ではありません。


  犬にはエネルギーを蓄える“エネルギーカップ”があります。このカップの大きさは犬種や個体差、年齢による違いがあったり、環境や経験によって変化していきますが、どの犬のカップにも自動的に湧いてくる犬自身のエネルギーのほかに、外からのエネルギーも受動的に注ぎ込まれてきます。通常、カップに蓄積されたエネルギーは運動や精神的な充実感、安定感で自然と体外へ放出されるのですが、エネルギーの生産量と発散のバランスが崩れ、カップの中のエネルギーがいっぱいになると、それ以上注がれたエネルギーはカップの外へと漏れていくことになります。
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  そのカップにエネルギーが入る容量には限界があります。カップからエネルギーがあふれ出ると言う状態は、犬にとっては非常事態であるため、様々なボディランゲージや行動で人に伝えようとするのですが、人にはこの時の犬の行動が“問題行動”と見えるため、表面的に現れる問題行動に対しての対処（トレーニングなど）でとどまり、問題の根底にあるエネルギーの発散までなかなか人の手が届きません。そのためカップからはエネルギーが一層あふれ出し、その量に比例して犬たちの行動は激しく、過激になってゆきます。エネルギーの面から見ると、犬のストレスを解消し、問題行動を解決するためには、このカップにエネルギーを注ぎ過ぎないように、そして常に空き容量があるように配慮してやる必要があるのです。


  ▼犬が体から発するエネルギーを読む。


  それでは最初に、視覚的にエネルギーをとらえることが出来る“犬のボディランゲージ”からお話しを始めましょう。体のほかにエネルギーと言うのは、性格や思考からも発せられていますが、“心身一体”と言うように目で見て取ることのできるボディランゲージからでも、目に見えない犬の感情やエネルギーの状態を読むことが出来ます。


  犬は人並みに感情豊かな生き物で、嘘をついたりとぼけることはあっても、心と体のつながりがシンプルで、行動や態度（ボディランゲージ）まで嘘をつけない生き物です。優れた五感と身体能力を備える彼らの体は心との関係が密なため、犬たちは感情をそのまま体現する性質があります。（この性質は野性が残る動物のほとんどに見られます。人でも直観と肉体の間に思考が入る現代タイプの人ほど、感情とボディランゲージの間に違いが出来る、作れるようになります）


  また犬の体そのものが、電波を受信するラジオのように外の環境に敏感なため、あらゆる物のエネルギーをキャッチし、体現することも出来ます。そのため人に身近な動物の中では、犬が最もボディランゲージからエネルギーを読みやすい動物と言えるでしょう。


  すでに犬を飼われていたり、正しいトレーニングを理解されている方なら“犬のボディランゲージ”の重要性はよくご存じのことと思います。ボディランゲージと言うのは、犬からの語りかけです。その声に耳を傾ける姿勢こそ、人と犬とのエネルギー交換の第一歩になると思います。この最初の挨拶が上手く出来るかどうかは、以後エネルギーを読むことにも大きく影響してきます。人が犬のことをきちんと知ろうとする姿勢や気持ちもエネルギーとして犬に伝わりますので、ぜひボディランゲージの本を何冊か手に取り、彼らの言葉を学んでみてください。


  私たちも海外旅行へ行く時、少なからず語学の勉強をして異国や異文化に触れる準備をすると思います。自身の安全のために、そして相手とわかりあうために。犬のボディランゲージを学ぶのも同じことです。


  外国で言葉が通じる人と出会った場面を想像してみてください。不安は安堵や連帯感に変わると思います。社交性や協調性が高い犬たちも同じように、自分たちの言葉を理解してくれる相手に対しては、自然と不信感を解き始めます。犬が人を襲うほとんどの理由は、人が彼らの言葉を理解しようとせず、人間的な方法でコミュニケーションや要求を押しつけたり、彼らのエネルギーフィールドやパーソナルスペースに無断でズカズカ踏み込んでいくことが挙げられると思います。


  今まで人がボディランゲージを理解していないことで、人に牙を立てる状況を強いられ、悪者扱いされたまま命を奪われていった犬も少なくないのではないか、と考える事があります。人と犬の安全のため、本書でも最初にエネルギーと関連させながら、犬のボディランゲージの大切さに触れたいと思います。


  ▼人目線の間違ったボディランゲージ


  犬のボディランゲージの中には、今まで人が理解していたものとはまったく異なった意味を表すしぐさがたくさんあります。犬のボディランゲージを知らずに人間のしぐさや習慣を基準にして犬と接してしまうと、犬には間逆の意味を伝えてしまう行動もたくさんあります。


  たとえば、犬のボディランゲージの中でも最もよく知られている“シッポを振る“と言う行為。シッポを振っている犬と遭遇すると、「こんなに喜んで！」と撫でようとする方がたくさんいらっしゃいますが、犬がシッポを振ると言うのは決して嬉しいとか、友好のしるしではありません。不審なものに直面したり、一触即発の状態でも、犬はシッポを振って緊張感や興奮した状態を伝えてくるのです。ですからボディランゲージを見る時はシッポだけでなく耳や眉間、目や口元背中や体重のかけ方など、全体として犬を捕らえ、彼らがどんなメッセージを送ってきているのか的確に知る必要があります。
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  人の証言では「シッポを振っていたので撫でようとしたら噛まれた！」と犬が加害者になりますが、犬の言い分は「シッポを振り警告を出していたのに、人間がそれを無視して頭上から手を出してきたため、殴られそうになったと予測。仕方なく噛んだ」となるでしょう。共同生活を営む犬たちは、群れとしての協調性を重んじ、争いを避ける生き物で、争いになる前にボディランゲージやカーミングシグナルで、相手に警告を発しているのです。しかし犬が発するそれらのメッセージは、多くの人たちに無視されたり、読み間違えられてしまっています。そして犬たちからの警告を無視して、一方的に人が彼らの境界線を踏み越えパーソナルスペースに入ってしまうため、ガブリと噛まれる事態が起こってしまうのです。


  
    [image: personal-space-cross]

  


  私たちもスーパーのレジなどで、後ろに並ぶ知らない人が急接近してくると、なんとも言えない居心地の悪さや、威圧感を感じると思います。犬にもそのように感じるパーソナルスペースがあり、その領域に人や犬などほかのエネルギーが侵入してくると自分のエネルギーが乱されることから、多くの犬は防衛本能から飛びつく、吠える、噛むと言った行動に出るのです。


  ▼ボディランゲージを読み、エネルギーを知ろう


  犬がボディランゲージで送ってくるメッセージには、視覚的に受け取ることのできるメッセージと、感覚的にエネルギーとして伝わってくるメッセージの二通りあります。ここではたくさんある犬のボディランゲージから、特に初対面に役立ちそうなものをピックアップし、エネルギーの視点からも犬のボディランゲージを捉えてみたいと思います。


  １：犬と目をあわせない


  「犬が目をそらすのは敵意がないと言う意思表示」


  面識のない犬や気まずい状況に置かれた犬は、“目をそらす”と言うしぐさを取ることがあります。「挨拶は目を見て」「会話は目を見て」と目を見ることが社交的だったり、美徳とされる人同士のコミュニケーションと違い、犬の世界では“目をそらす”と言うしぐさには敵意がないことを相手に伝えたり、自分自身の緊張を緩和する目的があります。目は“目力（めぢから）”と言うように、意思表示やエネルギーを伝えることが出来る体の部位の一つでもあります。平常心を失った犬のエネルギーカップには、エネルギーが並々と注がれていて、1滴のエネルギーでも注がれてしまうとあふれかえり、パニックになってしまう状態です。余分なエネルギーの注入を避けるためにも、よく分からない犬とは目をあわせないようにしたいと思います。
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  性格を熟知しているはずの飼い犬のケースでも、「愛犬に噛まれた！」「犬が最近言うことを聞かない」と頭を抱える飼い主さんの中には、犬が粗相をした時に「目を見なさい！」と無理やり顔をあわせて怒る方がたくさんいます。犬は反省していないから目をそらすのではなく、その場の雰囲気が悪かったり、中には自分の失敗を理解して気まずくなっている子もいます。そして飼い主さんの目から出るエネルギーを避けるために目をそらすのと同時に、「ママも落ち着いてよ」と言うメッセージを、視線をそらすことで飼い主さんに伝えているのです。そのサインを無視して犬の顔を無理やり覗き込み、大きな声でしかることは、犬にとって大きなストレスとなります。


  このようなシチュエーションが何度も起こると、いずれカップからエネルギーがあふれ出た犬はその状況を回避するために、暴力的な（人にはそう見える）態度に出たり、抑圧されたストレスからほかの問題行動を引き起こすことが少なくないのです。


  



  続きは本書を購入してお読みください。
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    この書籍は動物救済をサポートしています
動物事情の周知を目的とした動物救済ロゴの詳細：

    http://dear-paws.com/pink-the-bear-factory/
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